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新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

Ⅰ 総 額

区 分 令和６年度 令和５年度 伸び率

予算総額 24,795,761千円 31,938,472千円 △22.4％

一般会計構成比 1.2％ 1.4％ －

【一般会計】

区 分 令和６年度 令和５年度 伸び率

予算総額 121,331千円 124,411千円 △2.5％

【中小企業高度化資金特別会計】

－ ２ －



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ３ －

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策

（単位 千円）

１ 変化に向き合う県内中小企業・小規模事業者の支援

Ｐ ５ 商工団体等を通じた小規模事業者への経営支援【産業労働政策課】 ３，１３５，１０８

Ｐ ６ 新 規 円滑な価格転嫁に向けた支援【産業労働政策課】 ２２，７６９

Ｐ ７  一部新規  ＤＸの推進【産業支援課】                         ６６，２２９

   Ｐ ８  新  規  人手不足の課題解決に向けた省力化支援【産業支援課】           ２３２，４９６

Ｐ ９ 経営革新計画に基づく事業再構築等の支援【産業支援課】 ２２０，１０５

Ｐ１０ 一部新規 「渋沢栄一起業家サロン(仮称)」の整備【産業支援課】 １９４，３６０

Ｐ１１ 一部新規 事業継続及び販路開拓支援【産業支援課】 ３５，９４８

Ｐ１２ 一部新規 自動車関連企業のＧＸ対応への支援【産業創造課】 ２１，２０５

Ｐ１３ 一部新規 海外ビジネス展開の支援【企業立地課】 １８０，２９７

Ｐ１４ 一部新規 資金調達の円滑化支援【金融課】 ４，０３９，３４４

２ 新たな産業の育成と企業誘致の推進

Ｐ１５ 一部新規 サーキュラーエコノミーの推進【産業創造課】 １９１，２０４

Ｐ１６ 一部新規 次世代ものづくり産業のイノベーション支援【産業創造課】 １８６，８０６

Ｐ１７ 一部新規 「ＳＡＩＴＡＭＡロボティクスセンター(仮称)」の整備【産業創造課】 ８４２，２１０

Ｐ１８ 一部新規 企業誘致の推進【企業立地課】 ９７１，０９５

３ 商業・サービス産業の育成

Ｐ１９ 一部新規 商店街活性化の支援【商業・サービス産業支援課】 ８９，７０８

Ｐ２０ 一部新規 スポーツ関連産業の活性化の支援【商業・サービス産業支援課】 ２２，８３２



新 規 事 業 及 び 重 要 事 業 総 括 表

－ ４ －

（単位 千円）

４ 魅力ある観光の推進

Ｐ２１ 一部新規 観光振興の推進【観光課】 ２１９，９４２

Ｐ２２ 一部新規 インバウンド誘致の推進【観光課】 １２９，５４６

５ 幅広い世代への就業支援

   Ｐ２３  一部新規  就業支援の強化【雇用労働課、人材活躍支援課】               ３５８，６２８

６ 多様な働き方の推進と働きやすい職場環境の整備

Ｐ２５ 一部新規 働き方改革の推進【多様な働き方推進課】 ８９，０４２

７ 女性・高齢者が働きやすい環境づくりと就業・起業支援

Ｐ２６ 女性の活躍推進【人材活躍支援課】 １８２，６７６

Ｐ２７ シニアの活躍支援（就業支援の強化（一部再掲）含む）                      １８４，９１４

               【人材活躍支援課、雇用労働課】

８ 障害者の就労支援

Ｐ２８ 一部新規 障害者雇用の促進【雇用労働課】 １７１，６１９

９ 産業人材の確保・育成

Ｐ２９ 一部新規 人手不足対策の推進                            ５３９，３４７

              （就業支援の強化（一部再掲）、

               人手不足の課題解決に向けた省力化支援（再掲）含む）

              【雇用労働課、人材活躍支援課、産業人材育成課、産業支援課】



商 工 団 体 等 を 通 じ た 小 規 模 事 業 者 へ の 経 営 支 援

小規模事業者の活力を高めるため、商工団体が行う経営相談等の取組や中小企業組合の先進的取組を支援する。

目 的

担当 産業労働政策課 商工団体担当
内線 ３７２１

【予算額】３，１３５，１０８千円

事業概要

１ 商工団体への補助 ３，１２０，１０８千円

（１）安定的な運営の確保 ２，８７６，５２８千円
・経営指導員などの人件費や指導に係る事務費
・広域課題の解決や職員育成を図る広域指導員を配置

（１）先進的取組への支援 １５，０００千円
①重点テーマ型（ＡＩ・ＩｏＴ活用、価格転嫁、カーボンニュートラル等）

【ハード事業】 補助率 ２／３ 上限額 ７００万円
【ソフト事業】 補助率 ２／３ 上限額 ２００万円

②一般型 補助率 １／２ 上限額 ５０万円

２ 中小企業組合への支援 １５，０００千円

（２）相談機能の強化 ４０，２８０千円
・専門家派遣による小規模事業者への支援
・経営課題に応じた研修会の開催による職員の専門知識の向上
・中小企業診断士の資格取得に向けた研修費用の補助

（３）主体的な取組の促進 ２０３，３００千円
・前年度の事業者支援実績＊に応じて、商工団体自らの裁量で人件費や事業費等に活用できる奨励金を交付

県

商工団体

小規模事業者

（１）安定的な運営の確保
補助 （２）相談機能の強化

（３）主体的な取組の促進

経営支援

－ ５ －

＊支援実績の算定指標
①国庫補助金採択数 ②経営革新計画等承認・認定件数 ③創業件数 ④組織率 ⑤パートナーシップ構築宣言企業数



円 滑 な 価 格 転 嫁 に 向 け た 支 援

価格交渉のノウハウ獲得に向けた伴走型支援や価格交渉に役立つツールの機能拡充により、円滑な価格転嫁に向けた環境整備
を行う。

目 的

担当 産業労働政策課 戦略会議担当
内線 ３７０２

【予算額】２２，７６９千円

１ 円滑な価格転嫁に向けた環境整備 ２２，７６９千円

（１）専門家による伴走型支援（ 新 規 ） ２０，１７３千円

・県内企業に対する価格交渉ノウハウ獲得に向けた専門家による伴走型支援の実施

（２）価格交渉に役立つ各種支援ツールの機能拡充（ 新 規 ） ２，０００千円

・「価格交渉支援ツール」及び「収支計画シミュレーター」の機能拡充

（３）施策の周知等に係る経費（ 新 規 ） ５９６千円

・「価格転嫁サポーター」養成のための経費

・「強い経済の構築に向けた埼玉県戦略会議」の運営経費 等

－ ６ －

価格転嫁の気運醸成

 価格転嫁の気運醸成、支援情報の周知

 パートナーシップ構築宣言の登録促進

価格交渉のノウハウを支援

 価格交渉のノウハウ獲得に向けた伴走型支援
 宣言企業へのフォローアップ（架電・通知）
 各種支援ツールの機能拡充

新 規

【高い専門性が必要な支援】
・中小企業診断士 等

【各団体との連携による取組】
・協定締結12団体

・価格転嫁サポーター
16金融機関、3,900人超(1月末現在)

事業概要



Ｄ Ｘ の 推 進

経済団体・金融機関・支援機関・行政が一体となったネットワークを軸に中小企業のＤＸを推進し、生産性向上を促進する。

担当 産業支援課 ＤＸ推進・事業者支援担当
内線 ３７８８

【予算額】６６，２２９千円

１ 「埼玉県ＤＸ推進支援ネットワーク」を軸とした中小企業のＤＸ推進 ６６，２２９千円

（１）ステージに応じた支援（一部新規） ３９，４９３千円

県産業振興公社に配置するＤＸコンシェルジュの体制を強化し、初歩段階の事業者から業務・組織の変革を目指す

企業まで、デジタル化のステージに応じた支援を実施

一部新規

 ＡＩ・ＩｏＴ等の活用による変革を目指すオーダーメイド型支援

新規・拡充内容

（２）中小企業・小規模事業者の支援 １２，８１０千円

商工会議所・商工会の両連合会にＤＸ推進員を配置し、経営指導員のＤＸ支援
スキル向上や個別企業からの相談に対応

－ ７ －

（３）優れたＤＸ事例の紹介・横展開 １３，９２６千円

「埼玉ＤＸ大賞」を実施して受賞事例を横展開するなど、好事例や各種支援情報
等をＷｅｂサイトで発信

目 的

事業概要

ＤＸを目指す企業へのオーダーメイド型支援 ３人
ＡＩ・ＩｏＴ等の活用により、業務や組織の変革を目指す
企業に対する伴走支援

デジタル技術の活用へのマッチング支援 ３人
デジタル技術による生産性向上を目指す中小企業とＩＴ企
業等とのマッチング支援

デジタルツールの導入支援 ３人
キャッシュレス決済端末やＰＯＳレジ等のサービス産業の
デジタルツール導入に向けた支援



－ ８ －

人 手 不 足 の 課 題 解 決 に 向 け た 省 力 化 支 援

目 的

担当 産業支援課 ＤＸ推進・事業者支援担当
内線 ３７８８

【予算額】２３２，４９６千円

事業概要

１ 省力化投資の支援 ２３２，４９６千円

（２）省力化投資に対する補助（ 新 規 ） ２１１，９００千円

機器・ＩＴツール等を活用して省力化に取り組む中小企業の設備投資に要する経費

の一部を補助

※以下は想定であり、具体的な補助率及び上限額は検討委員会で議論

補助率 １／２

上限額 ２００万円

新 規

（１）効果的な補助メニュー等の調査・検討（ 新 規 ） ２０，５９６千円

・業界団体からの意見聴取・アイデア収集、国や他自治体の事例調査等を実施

・検討委員会を設置し、省力化に資する機器・ＩＴツール等の補助メニュー・基準の策定や効果検証を実施

人手不足の課題解決に向け、機器・ＩＴツール等を活用して省力化に取り組む中小企業を支援する。

各種調査
情報収集

検討委員会における
補助メニュー等の検討

補助の実施 効果検証



－ ９ －

経 営 革 新 計 画 に 基 づ く 事 業 再 構 築 等 の 支 援

エネルギー・原材料価格高騰等の影響を受けにくい経営体質への転換を促進するため、計画に基づき経営革新に取り組む中小企
業等を支援する。

目 的

担当 産業支援課 経営革新支援担当
内線 ３９０３

【予算額】２２０，１０５千円

事業概要

（１）デジタル活用の支援 ９４，９６２千円

デジタル技術を活用した新サービス・新製品の開発等を行う際に必要となる費用を補助

（２）グリーン分野への進出支援 ５５，６３３千円

国のグリーン成長戦略の１４の重点分野*1 へ新たに進出する際に必要となる費用を補助

２ 経営革新の支援 ６９，５１０千円

補助率 補助額

（１）経営革新デジタル活用支援事業補助金 １／２*2 ５０万円*2~１５０万円

（２）経営革新グリーン分野進出支援事業補助金 １／２*2 ５０万円*2~５００万円

１ 経営革新計画に基づく事業再構築の支援 １５０，５９５千円

*2 年間売上げ額１千万円以下の小規模事業者については、補助率２／３、下限額３０万円

*1「１４の重点分野」

（１）経営革新計画の策定・実施への支援 ６９，５１０千円

経営革新計画の策定からフォローアップまでを商工団体と連携して一貫支援

相談対応
計画策定支援

（専門家派遣等）
申請受付
知事承認

フォローアップ
（専門家派遣等）

など



「 渋 沢 栄 一 起 業 家 サ ロ ン ( 仮 称 ) 」 の 整 備

業種や規模が異なる企業や起業家などが交流する場を創ることで、連携・協業によるイノベーション創出を支援する。

目 的

【予算額】１９４，３６０千円

事業概要

１ 「渋沢栄一起業家サロン（仮称）」の整備 １５７，２０７千円

（１）「渋沢栄一起業家サロン(仮称)」の開設準備（ 新 規 ） １５７，２０７千円

・さいたま新都心駅直結の民間複合ビルにサロンを開設するための内装の設計・工事
・開設周知、利用予定者との交流事業の実施

（１）イノベーション創出支援（一部新規） ３０，２９３千円

・中小企業・支援機関等を対象とした啓発セミナーやワークショップ開催による
オープンイノベーションの啓発

・スタートアップ起業志望者に対する支援

（２）イノベーション人材の育成（一部新規） ６，８６０千円

・企業内においてイノベーションをけん引する人材育成のため、中小企業を対象に
新規事業創出に向けたワークショップを実施

・アントレプレナー人材育成のため、大学間ネットワーク会議の運営、大学生向け
起業プログラム、高校生向けビジネスプラン作成講座の実施

担当 産業支援課 創業支援担当
内線 ３９０８

一部新規

 スタートアップ起業志望者に向けた集中プログラムの実施

新規・拡充内容

 企業内人材育成ワークショップ及び大学生向け起業プログラムの実施

新規・拡充内容

先行施設

ナゴヤイノベーターズガレージ（名古屋市）

（サロンイメージ）

２ 先行プログラムの実施 ３７，１５３千円

－ １０ －



－ １１ －

事 業 継 続 及 び 販 路 開 拓 支 援

社会経済情勢の変化への対応に向け、中小企業のＢＣＰ策定や事業承継、販路開拓などの課題解決への取組を支援する。

目 的

担当 産業支援課 経営革新支援担当
内線 ３９１０

【予算額】３５，９４８千円

事業概要

１ 経営課題解決の取組への支援 ３５，９４８千円

（１）ＢＣＰ策定による産業のレジリエンス強化 １３，１６０千円

県産業振興公社に専門家を配置し、業界団体・商工団体と連携したセミナー等の実施や業種・従業員規模の実情を踏ま

えた支援により、ＢＣＰ（事業継続計画）の策定を促進

（２）事業承継等の経営課題への支援（一部新規） １２，４８０千円

・県産業振興公社に専門的な知見を有するアドバイザーを配置し、「事業承継」「省力化・省人化」「外国人材活用」に
関する助言を実施

・事業承継支援体制を強化

一部新規

（３）販路開拓の支援 １０，３０８千円

・「彩の国ビジネスアリーナ」の開催
・県産業振興公社のコーディネーター等による取引マッチング支援
・「Ｓ－Ｓｅａｒｃｈ」（ビジネスマッチングサイト）の運営

 西部・東部地区において、事業承継・引継ぎ支援センターと連携した定例相談会等を実施
 事業承継支援アドバイザーによる相談体制を強化
 事業承継セミナーを開催

新規・拡充内容

彩の国ビジネスアリーナ２０２４



ＥＶシフトやＣＦＰ（カーボンフットプリント）*への対応などの課題を抱える自動車関連企業の安定的、継続的な取引を支援
する。

－ １２ －

自 動 車 関 連 企 業 の Ｇ Ｘ 対 応 へ の 支 援

目 的

担当 産業創造課 総務・企画担当
内線 ３９３０

【予算額】２１，２０５千円

事業概要

１ 自動車関連企業の競争力強化 ２１，２０５千円

（１）事業多角化支援（一部新規） １９，９７９千円
・電気自動車への移行により大幅な事業縮小が迫られる企業に対してＥＶ

シフト対応計画の策定を支援

・県産業振興公社に配置するコーディネーターによる伴走型支援

・業態転換・事業多角化のための異業種取引先とのマッチングを実施

・ＥＶメーカー等との集団マッチングイベントを開催

（２）ＣＦＰ対応支援（ 新 規 ） １，２２６千円
・ＣＦＰ対応の必要性に関する経営者向けセミナーを開催

・企業内のＣＦＰ対応を推進する担当者「ＣＦＰ算定リーダー」を育成

一部新規

 ＥＶシフト対応計画の策定支援
県内企業の状況を調査し、支援が必要な企業に対して自社の強みを
生かす対応計画の策定を支援

新規・拡充内容

* ＣＦＰ（カーボンフットプリント）
商品やサービスの原材料調達から生産、流通・販売、使用・維持管理、廃棄・リサイクルに至る
サイクルを通して排出される温室効果ガスの排出量をＣＯ２に換算して表示する仕組み。
自動車業界ではＥＵを中心に表示を求める動きが強まっている。

大幅な受注減
▼

異業種への
転換が迫られる

ＥＶシフト
▶エンジンから
モーターへ

▶部品数約４割減



－ １３ －

海 外 ビ ジ ネ ス 展 開 の 支 援

目 的

【予算額】１８０，２９７千円

事業概要

１ 世界を彩る「埼玉ビジネス」海外展開プロジェクト １３０，４３３千円

（４）海外展開ビジネスチャンスの調査分析（ 新 規 ） １０，０００千円
・ＡＳＥＡＮや中東、アフリカなどにおける海外展開に有望なターゲット地域や課題を把握

（１）マーケットイン*視点の市場調査や商品改良の取組への支援（ 新 規 ） ６５，７４０千円
*市場や顧客の視点に立って商品の開発を行うこと

・海外でのマーケティングやプロモーションなどを学ぶセミナーを開催
・輸出を検討する商品のテストマーケティングの機会を提供
 海外バイヤーからの評価、海外ポップアップショップへの出品

・テストマーケティングを踏まえた商品改良や海外展示会への出展経費を補助 補助率 １／２ 上限額 １００万円

（３）ジェトロと連携した海外販路開拓支援 ２０，０００千円
・海外バイヤーとの商談会など、ジェトロによる海外販路開拓支援

（２）「海外マーケティング推進コンソーシアム」の運営（ 新 規 ）        ３４，６９３千円
   ・輸出を検討する企業と商社、物流企業、支援機関等がつながる場として設置

・県産業振興公社に海外マーケティングに詳しいコーディネーターを配置

担当 企業立地課 国際経済担当
内線 ３７６６

一部新規

２ 米国でのビジネス展開の支援 ４９，８６４千円

（１）米国中西部会への参加と県内企業の販路開拓支援 ４９，８６４千円
・米国オハイオ州で開催される日米中西部会への参加
・トップセールスによる県産品プロモーションを実施

輸出を目指す県産品イメージ

コロナ後の海外ビジネスの本格化や円安等の輸出に有利な環境を踏まえ、高い成長が見込まれる海外マーケットへの販路拡大
を支援する。



－ １４ －

資 金 調 達 の 円 滑 化 支 援

中小企業制度融資の適切な運営により、県内中小企業・小規模事業者の円滑な資金調達を支援する。

目 的

担当 金融課 企画・制度融資担当
内線 ３８０１

【予算額】４，０３９，３４４千円

事業概要

１ 中小企業制度融資による中小企業等への資金繰り支援 ４，０３９，３４４千円

（１）金融機関からの借入れに対する利子補給等（一部新規） ４，０３９，３４４千円
県内中小企業等の資金需要に万全を期すため、総融資枠３，６００億円を確保

一部新規

 「経営改善おうえん資金(仮称)」の新設
国の伴走支援型特別保証制度終了後の資金需要に対応するため、 「経営改善おうえん資金(仮称)」
として融資枠３００億円を確保

 事業資金の融資条件の拡充
事業資金のうち短期貸付(融資期間１年以内)の融資限度額を２，０００万円(組合５，０００万円)から
３，０００万円(組合６，０００万円)に拡充

新規・拡充内容

［融資枠］

資 金 名 融資枠 資 金 名 融資枠

拡 事業資金 ６５０億円 伴走支援型経営改善資金 ４００億円

小規模事業資金 ３５０億円 新 経営改善おうえん資金(仮称) ３００億円

起業家育成資金 ２００億円 経営あんしん資金 ２００億円

設備投資促進資金 １５０億円 企業パワーアップ資金 ２００億円

産業創造資金 １５０億円 借換資金 ７００億円

経営安定資金 ３００億円 合計 ３，６００億円



県内産業の成長と資源の循環利用をともに推進し、環境と経済の両立を目指すサーキュラーエコノミーの取組を支援する。

サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー の 推 進

目 的

担当 産業創造課 推進担当
内線 ３７３７

【予算額】１９１，２０４千円

（１）サーキュラーデザイン リーディングモデル構築支援（ 新 規 ） ６３，０００千円
資源循環に配慮した製品設計（リサイクルのための解体容易化、単一素材化、素材転換等）

に見直すために行う試作品等の開発を支援

一部新規

（３）サーキュラーエコノミー ビジネスプランコンテストの開催（ 新 規 ） ９，０００千円
スタートアップ企業を対象に、サーキュラーエコノミーの先進的なビジネスプランを表彰して事業展開を支援

（４）バイオプラスチックの実用化研究（ 新 規 ） ５，５００千円
産業技術総合センターと環境科学国際センターの連携によるバイオプラスチックの実用化を研究

生産

再資源化

消費

原材料

（２）食のサーキュラーエコノミー リーディングモデル構築支援（一部新規） ６７，５６５千円
・製造工程で生じる食品ロス等を活用し、新製品・素材の開発等を行うための設備やシステム
導入等の費用を新たに補助

・産業技術総合センター北部研究所（食の再資源化トライアル拠点）による技術的支援

（５）サーキュラーエコノミー推進センター埼玉による支援（一部新規） ４６，１３９千円
コーディネーターによる相談対応やマッチング支援、セミナーや事業化に向けた研究会を実施、

彩の国ビジネスアリーナ等の大規模展示商談会への出展

－ １５ －

＊小規模事業者は３／４

(1) サーキュラーデザイン
補助率 ２／３
上限額 ２，０００万円

(2) 食のサーキュラーエコノミー
補助率 ２／３＊

上限額 ２，０００万円

事業概要

１ サーキュラーエコノミーに取り組む県内企業への支援 １９１，２０４千円



製造業を中心とした中小企業のイノベーション創出について、技術開発フェーズから社会実装フェーズまで各成長フェーズに
応じた支援を行うことにより、ものづくり企業の「稼げる力」の向上を図る。

－ １６ －

次 世 代 も の づ く り 産 業 の イ ノ ベ ー シ ョ ン 支 援

目 的

担当 産業創造課 推進担当
内線 ３７３５、３７３７

【予算額】１８６，８０６千円

事業概要

１ 技術イノベーション創出の支援 １８６，８０６千円

（１）技術開発フェーズのものづくり企業支援 １１７，９９８千円
将来の成長が見込まれる技術や製品の開発を対象に補助金を交付

（２）社会実装フェーズのものづくり企業支援 ２０，１５１千円
量産化等を目指す企業に対し、資金調達のためのアドバイザーの派遣や、

技術・製品の改良や実証試験のサポートを実施

一部新規

 民間資金支援ネットワークからのアドバイザー派遣
資金調達が課題の企業に、金融機関やベンチャーキャピタル等で構成する
民間資金支援ネットワークからアドバイザーを派遣して支援

新規・拡充内容

（３）技術イノベーション創出のサポート体制の整備 ４８，６５７千円
・「ものづくりイノベーション支援センター埼玉(仮称)」(先端産業支援センター埼玉、産学連携支援センター埼玉、
知的財産総合支援センター埼玉を統合)を設置し、ものづくり企業をワンストップでサポート

・ものづくり人材の育成等の実施

補助率 上限額
通常枠 ２／３ １，０００万円

小規模企業者枠 ３／４ ５００万円

対象分野：デジタル・バイオ・マテリアル・
カーボンニュートラル

※サーキュラーエコノミー・アグリテック/フードテック
に関する開発は優遇措置あり

次世代ものづくり技術活用製品開発費補助金 技術開発フェーズ

対象：技術・製品開発期の企業
課題：創業間もない企業が多いため、開発

のための資金獲得が困難

社会実装フェーズ

対象：開発した技術・製品を社会実装し、
量産化等を目指す企業

課題：量産化等のためには一定規模の資金
獲得が必要
市場にマッチさせるための調整が困難

事業化の流れ

（一部新規）



（３）埼玉県ロボティクスネットワーク*の運営（一部新規）    ３５，３７７千円
セミナーや分野別研究会の実施、ロボット関連技術ＰＲカードの活用によるニーズとシーズのマッチング

*ロボット開発企業等を会員とするネットワーク

 アグリテック/フードテックの促進 ： 農業者向けセミナー開催、農場等におけるロボットのデモ実証

「 Ｓ Ａ Ｉ Ｔ Ａ Ｍ Ａ ロ ボ テ ィ ク ス セ ン タ ー ( 仮 称 ) 」 の 整 備

圏央鶴ヶ島インターチェンジに近接する交通至便地に「ＳＡＩＴＡＭＡロボティクスセンター(仮称)」を整備することにより、
中小企業等のロボット産業への参入を促進する。

目 的

【予算額】８４２，２１０千円

事業概要

（２）センターの管理運営手法の検討及び事業用地の管理（一部新規） ７８，６９９千円

センター全体イメージ図

一部新規
担当 次世代産業拠点整備担当
内線 ３９３３

１ 「ＳＡＩＴＡＭＡロボティクスセンター（仮称）」を核としたロボット産業への参入促進 ８４２，２１０千円

（１）センターの建設（３か年継続事業第１年次）（ 新 規 ） ７２８，１３４千円
サービスロボットの研究開発や実証実験を行うための拠点施設（レンタルラボ、コワーキングスペース、

屋内フィールド等）及び多様な実証実験が可能な屋外実証フィールドを整備

〔規 模〕敷地面積：約１１ha

拠点施設延床面積：約５，３５０㎡

〔総事業費〕８，３４８，６５４千円（令和６～８年度継続費）

〔スケジュール〕

令和６年度 令和７年度 令和８年度

実証フィールド、拠点施設建設工事
開
所

新規・拡充内容

－ １７ －

多目的
フィールド

ドローン飛行場

模擬市街地
フィールド

至 圏央鶴ヶ島ＩＣ

拠点施設

拠点施設イメージ図



－ １８ －

企 業 誘 致 の 推 進

充実した高速道路網や多彩な産業集積などの本県の優位性を生かした企業誘致活動を展開し、県内産業の振興や雇用の創出を
図る。

目 的

担当 企業立地課 企業誘致担当 内線 ３７４８
立地支援担当 内線 ３８００

【予算額】９７１，０９５千円

事業概要

（２）産業立地促進補助金による企業への支援（一部新規） ９４７，２０１千円
・県内に立地した企業に不動産取得税相当額を補助
・補助率 １０／１０ 上限額 原則１億円

２ 立地企業へのフォローアップの推進 ２，６９９千円

一部新規

 補助対象施設の追加
新たにアグリテック・フードテック施設、観光施設を補助対象に追加

新規・拡充内容

１ 企業立地の促進 ９６８，３９６千円

（１）企業誘致活動の推進 ２１，１９５千円
・全国の企業を対象としたオンライン併用の企業立地セミナーの開催やオンライン相談窓口の運営
・産業用地や各種支援制度の紹介など、市町村と連携した企業へのアプロ―チ

   ・経済団体、金融機関、建設・不動産会社などをメンバーとする「埼玉Rich応援団」と連携した取組

アグリテック・フードテック施設のイメージ

植物工場陸上養殖

（１）フォローアップの充実（一部新規） ２，６９９千円
・立地後も定期的に企業訪問を行い、課題解決を支援
・立地企業のビジネス展開や連携を支援するため、立地企業同士や「埼玉Rich応援団」との交流会を開催

 フォローアップ調査の実施
立地した企業の課題やニーズ等を把握するための調査を実施

新規・拡充内容



（２）商店街等の取組に対する補助（一部新規） ６５，７７８千円

－ １９ －

商 店 街 活 性 化 の 支 援

市町村や商工団体と連携した支援を行い、商店街の活性化を図る。

担当 商業・サービス産業支援課 商業担当
内線 ３７６１

【予算額】８９，７０８千円

事業概要

１ 商店街活性化に向けた支援 ７４，２０８千円

一部新規

ア 賑わいづくり（一部新規）
集客イベントなどのソフト事業や街路灯をはじめとしたハード

事業に対する補助
・ソフト（通常枠）補助率 １／２ 上限額 ２５万円

（重点枠）補助率 ２／３ 上限額 ５０万円
・ハード 補助率 県１／３（市町村１／３）

県上限額 １，０００万円（ＬＥＤ灯改修は２５０万円）
イ ＤＸの推進

キャッシュレス決済端末等を活用した商店街のＤＸを推進する取組に対する補助
・補助率 ２／３ 上限額 ５００万円

（１）専門家派遣（一部新規） ５，５４８千円
課題解決に意欲的に取り組む商店街等に専門家を派遣

（３）人材育成 ２，８８２千円
商店街会員や支援機関（市町村、商工団体）職員を商店街活性化の担い手として育成するためのセミナー及びワーク

ショップを実施

目 的

 商店街アドバイザーの新設
先進的な取組を行っている商店街の人材を「商店街
アドバイザー」に任命し、他の商店街へ派遣

新規・拡充内容

 ソフト補助の「重点枠」の見直し
①空き店舗解消の取組

(新) ② 複数の商店街等が連携する広域的な取組
(新) ③ 企画から効果検証まで行う賑わいづくりの取組

新規・拡充内容

２ 埼玉版スーパー・シティプロジェクト関連 １５，５００千円

（１）コンパクトなまちづくりに向けた空き店舗活用の推進（ 新 規 ） １５，５００千円
商店街の空き店舗活用を支援する市町村に対する補助
・対 象 ：「地域まちづくり計画」に基づき、商店街の空き店舗を人々の交流拠点などに活用する事業
・上限額 ： 市町村と同額（市町村補助と合わせた総額は総事業費の３／４以内）



－ ２０ －

ス ポ ー ツ 関 連 産 業 の 活 性 化 の 支 援

県内中小企業にスポーツビジネスへの参入のきっかけやノウハウを提供し、スポーツ関連産業の活性化を図る。

目 的

担当 商業・サービス産業支援課 総務・サービス産業担当
内線 ３７５５

【予算額】２２，８３２千円

事業概要

１ スポーツビジネスネットワーク埼玉（スポBiz埼玉）を通じた支援 ２２，８３２千円

（１）スポーツビジネスに関する情報提供や会員同士の交流の場づくり １，３２０千円
アイデア創出や人脈づくりに向けたセミナーやワークショップ、交流会等を開催

イ マッチング機会の提供（一部新規）
・「彩の国ビジネスアリーナ」での特設コーナー設置
・「プロスポーツチーム・企業との連携プログラム」の実施

→ プロスポーツチーム等が提示した課題に対し、県内企業が解決策を提案

ア 事業者向けの個別相談の実施
スポーツビジネスの専門家による具体的なビジネスの提案、商談に向けた個別支援

セミナー・交流会の様子

現地ワークショップの様子

 連携プログラムの見直し
これまでのプロスポーツチームに加えて、新たにスポーツ関連企業からも課題を提示

新規・拡充内容

個別商談の実施企業からの提案

≪プログラムの概要≫

一部新規

（２）マッチング支援 ２１，５１２千円

プロスポーツチーム等
による課題の提示

専門家が提案内容の
磨き上げなどを支援



観 光 振 興 の 推 進

ビッグデータを活用し、観光協会や観光関連事業者の取組を支援するとともに、ターゲットを明確にして埼玉オリジナルのコン
テンツを発信し誘客を促進する。

目 的

担当 観光課 ＤＭＯ支援・観光振興担当
内線 ３９５２

【予算額】２１９，９４２千円

事業概要

２ ターゲットを明確にした観光誘客 ７５，６６０千円

（１）ターゲティング広告を活用した情報発信（ 新 規 ） ７５，６６０千円

・１０程度のテーマ別特設サイトの制作及び旅行者の興味・年齢などの属性に合わせた

ターゲティング広告の実施

・埼玉県公式観光サイト「ちょこたび埼玉」の機能強化

一部新規

１ 観光関連事業者等の課題解決に向けた支援 ５１，３９０千円

（１）ビッグデータ等を活用した事業者支援（ 新 規 ） ４６，３９０千円

・埼玉県版観光ＤＭＰ（Data Management Platform）の構築

・観光協会、観光関連事業者向けにＤＭＰ活用を学ぶワークショップ等を開催

（２）新たな観光誘客の取組へのチャレンジに対する支援（ 新 規 ） ５，０００千円

・観光関連事業者等に専門家を派遣

埼玉県観光サポーター
「クレヨンしんちゃん」
©U／F・S・A・A

（１）渋沢栄一翁を軸とした本県の魅力発信の推進（一部新規） ３６，１２０千円

・ゆかりの地を起点とした県内周遊の促進

・民間事業者と連携した新券発行記念観光キャンペーン

（２）アニメやＶＴｕｂｅｒを活用した観光振興 ４５，６４０千円

・アニメツーリズムの推進や埼玉バーチャル観光大使を活用した情報発信

３ 埼玉オリジナルのコンテンツを活用した誘客の促進 ９２，８９２千円

 渋沢栄一翁を軸とした民間事業者と
の連携

「１万円」をキーワードとした商品開発の
働き掛けとキャンペーンサイトの開設

新規・拡充内容

（３）スポーツツーリズム市場調査（ 新 規 ） １１，１３２千円

・スポーツ観光に関する資源や関連人口等の現況調査、周遊ルート等の検討

人流データ

流行データ 調査データ

埼玉県版
観光DMP

（Data Management  
Platform）

購買データ

－ ２１ －



－ ２２ －

イ ン バ ウ ン ド 誘 致 の 推 進

「東京からの近さ」を生かしつつ、魅力あるコンテンツを選定して集中的なプロモーションを実施し、外国人観光客を誘致する。

目 的

担当 観光課 インバウンド担当
内線 ３９５７

【予算額】１２９，５４６千円

事業概要

２ 「東京からの近さ」を生かした誘客の強化 ７４，４０３千円

（１）インバウンド受入事業者に対する支援（一部新規） ７４，４０３千円
・観光関連事業者等の課題解決を支援するコーディネーターの県ＤＭＯへの配置
・インバウンド向け観光情報発信サイトの充実
・埼玉観光サポートデスクの運営

４ 広域連携によるプロモーション １０，３９４千円

1 魅力あるコンテンツの選定と集中的なプロモーションの実施 １７，６００千円

（１）旅マエ・ナカ・アトを通じたプロモーション（一部新規） ２７，１４９千円
・ターゲティング広告を活用した「旅マエ」「旅ナカ」での情報発信
・本県を訪問した外国人による参加型の「旅アト」プロモーション

（１）関東エリアの広域連携によるプロモーション １０，３９４千円
・関東近県やＪＮＴＯ（日本政府観光局）等と連携

（１）魅力あるコンテンツの選定 （ 新 規 ） ２，１００千円
・インバウンド誘致が見込める１０か所程度の観光コンテンツを選定

（２）集中的なプロモーション（ 新 規 ） １５，５００千円
・国内外の旅行事業者やインフルエンサー等を招請するＦＡＭツアー（現地視察ツアー）を実施
・海外旅行事業者とのオンライン商談会を実施

一部新規

３ 訪日外国人に対するデジタルを活用したアプローチ ２７，１４９千円

 インバウンド向け観光情報発信サイトの充実
新たに韓国語とタイ語に対応

新規・拡充内容

 「旅アト」プロモーション
インスタグラムによるフォト
コンテストを開催

新規・拡充内容

 県ＤＭＯの事業者支援体制を強化
インバウンドコーディネーターの配置

新規・拡充内容



就 業 支 援 の 強 化

県内の全世代の求職者に対し、一人一人の状況に応じた就業を支援する。

目 的

担当 雇用労働課 就業・求人相談担当 外線 ０４８(８２６)５６５０
障害者・若年者支援担当 内線 ４５３７

人材活躍支援課 シニア活躍支援担当 内線 ４５４８

【予算額】３５８，６２８千円

事業概要

１ 全世代型の就業支援 ２７０，１６７千円

（１）埼玉しごとセンターにおける就業支援 １５１，０８９千円
県による就職相談からハローワークによる職業紹介まで一体的に求職者を支援

（２）「埼玉しごとサポート(仮称)」における就業支援 １１９，０７８千円
県内８か所*の「埼玉しごとサポート(仮称)」で、全世代の求職者を対象に就職相談から職業紹介までを支援

* 所沢、草加、川越、春日部、加須、深谷、秩父、伊奈

－ ２３ －

一部新規

埼玉しごとサポート(仮称)

さいたま市
★川越市

★所沢市

★加須市

★深谷市

★草加市

★春日部市
★伊奈町

★秩父市

全世代型へ
セカンドキャリア
センター利用者

約９割が５０歳以上
（令和４年度）

・求職者の希望に沿った求人情報の紹介
・勤務条件に関する求人企業との調整
・職場見学・職場体験の実施

シニア中心の支援から全世代型へ転換
・セカンドキャリアセンターを「埼玉しごとサポート(仮称)」に改称
・年齢にかかわらず、全求職者を身近な地域で支援



事業概要

２ 若者の就業支援 ８８，４６１千円

－ ２４ －

（１）メタバースを活用した若者の就業支援（ 新 規 ） １５，９９１千円

・大学生等を対象としたメタバース企業説明会を開催

・若者自立支援センター埼玉の相談業務や交流会などをメタバース上で実施

企業説明会の開催

メ タ バ ー ス

（３）大学生等の県内企業への就職促進 １５，３００千円
県内企業で働く魅力発信
・１００社が一堂に会するジョブフェス埼玉（合同企業説明会）の開催
・スマートフォンで検索できる企業ガイド（県内企業の魅力ＰＲサイト）の運営

（４）奨学金返還支援を行う企業に対する助成 ５３，１７０千円
従業員の奨学金返還を支援している中小企業等へ助成金を支給
補助率 １／２ 一人当たり年間９万円上限
※多様な働き方実践企業は補助率２／３ 一人当たり年間１２万円上限

若者自立支援センター埼玉
における相談対応

（２）若者の地元就職、就業継続、再チャレンジを支援（ 新 規 ） ４，０００千円
県立高校卒業生とその保護者にリーフレットや名刺サイズのカードを配布するほか、

ＬＩＮＥスタンプを活用して「埼玉しごとサポート(仮称)」などの就業支援窓口を周知

✓ 「社会に出る若者のお守り」
✓ 就業支援につながるキーワード
✓ 就職する若者へのプレゼント

LINEスタンプ
卒業時に配布して
若者を就業支援施設につなぐ

リーフレット
・お祝いメッセージ
・若者へのアドバイス
・就業支援窓口
・LINEスタンプ紹介

カード
・応援メッセージ
・就業支援窓口
・LINEスタンプ紹介

※名刺サイズ

就業支援窓口

アバターで気軽に相談



働 き 方 改 革 の 推 進

就業を希望する誰もが多様で柔軟な働き方を選択できる社会の実現に向け、企業の働き方改革の取組を支援する。

目 的

担当 多様な働き方推進課 総務・多様な働き方認定担当 内線 ３９６３
働き方改革・テレワーク推進担当 内線 ３９６５

【予算額】８９，０４２千円

事業概要
１ 働き方改革の推進 ６８，７８０千円

一部新規

（１）働き方改革アドバイザーの派遣等（一部新規）    ３３，３８０千円
   ・仕事と生活の両立など働き方改革に取り組む企業への社会保険労務士等の派遣

 伴走型支援 ： 課題解決に意欲的に取り組む企業を集中的に支援し、優れた事例をモデルケースとして発信
【支援テーマ例】仕事と育児・介護との両立、同一労働同一賃金、女性の職域拡大、長時間労働の是正

新規・拡充内容

（２）多様な働き方実践企業の認定（一部新規）      ３５，４００千円
・テレワークや短時間勤務など多様な働き方を実践する企業の認定
・高校生向けに認定企業での働き方を紹介、職場体験ツアーの実施

 事業者の申請手続きの利便性を向上させる認定制度オンラインシステムの構築

新規・拡充内容

２ 仕事と育児・介護等の両立支援 ２０，２６２千円

（１）男性の育児休業取得の推進（ 新 規 ）                 ５，６７３千円
   ・男性の育休取得に積極的に取り組む企業の表彰

・男性育休推進イベントの開催（先進企業による取組紹介、企業と大学生等との意見交換等）
・就活生への男性育休推進企業のＰＲ（特設サイトや就活イベントを活用したＰＲ等）

（３）企業内保育所の利用促進（一部新規）         １４，０２７千円

 県内の企業内保育所の情報を掲載したポータルサイトの構築

新規・拡充内容

（２）仕事と育児・介護等の両立支援相談                     ５６２千円
   ・「仕事と生活の両立支援相談窓口」による相談対応

－ ２５ －



女 性 の 活 躍 推 進

女性キャリアセンターにおいて、働きたい女性のスキル習得から就業、就労継続、キャリアアップまでをワンストップで支援する。

担当 人材活躍支援課 女性活躍支援担当
内線 ４５４１

【予算額】１８２，６７６千円

（１）多様なニーズに対応した就業支援 １１０，３９９千円
就職相談、求職者の希望に沿った求人情報の紹介

３ 情報発信による女性活躍の推進 １，２７９千円

（２）働く女性の就労継続・キャリアアップ支援 ９，８７４千円
キャリア相談やメンターとの交流会、管理職育成講座などを実施

（１）ワンストップ支援サイトの運営 １，２７９千円
働く女性、働きたい女性の疑問や悩みの解消に役立つ情報を提供

事業概要

２ 就業・キャリアアップの伴走支援 １４１，２５２千円

（１）女性のデジタル人材育成の推進 ４０，１４５千円
求職中や非正規雇用の女性を対象に、ＩＴスキル習得から就業までを

支援するオンライン講座を実施

－ ２６ －

１ スキル習得による就業支援 ４０，１４５千円

目 的

（３）在宅ワーカーの育成 ２０，９７９千円
柔軟な働き方が可能な在宅ワークに関する知識や仕事情報を提供



－ ２７ －

シ ニ ア の 活 躍 支 援

人生１００年時代を見据え、シニアが自らの意欲や希望に応じ、社会の担い手としてより長く活躍できる環境づくりを行う。

目 的

担当 人材活躍支援課 シニア活躍支援担当 内線 ４５４８
企画・外国人材等担当 内線 ４５４０

雇用労働課 就業・求人相談担当 外線 ０４８（８２６）５６５０

【予算額】１８４，９１４千円

事業概要

１ シニアの働く場の拡大 ４５，７８０千円

（１）シニア活躍推進宣言企業の拡大 １４，５１７千円
・企業訪問によるシニア活躍の働き掛け
・シニア活躍推進宣言企業・シニア活躍推進宣言企業プラスの開拓・認定
・働くシニア応援サイトによる成果の普及・発信

２ シニアの就業支援 １３９，１３４千円

（２）シルバー人材センターへの支援 ２０，０５６千円

（２）７０歳雇用確保助成金等による支援 ３１，２６３千円
・継続雇用の上限年齢を７０歳以上へ引き上げる企業に助成金を支給
・就業規則の改正等を支援する社会保険労務士をアドバイザーとして派遣

学童保育で働くシルバー人材センターの会員

助成金 金 額

７０歳雇用確保助成金 １社当たり ３０万円

（１）「埼玉しごとサポート(仮称)」における就業支援（再掲）１１９，０７８千円



障 害 者 雇 用 の 促 進

障害者雇用総合サポートセンターにおいて、企業における障害者の雇用と離職防止の取組を支援し、障害者雇用の拡大と職場
定着を図る。

目 的

【予算額】１７１，６１９千円

事業概要

１ 企業の障害者雇用支援 １７１，６１９千円

（１）雇用開拓 １２，６９４千円
・障害者雇用開拓員による法定雇用率未達成企業等への働き掛け
・障害者雇用の経験が少ない企業における短期雇用体験の実施

（２）雇用支援 １０１，５４３千円
・障害者に適した業務の切り出し、職場実習のコーディネート及び具体的な雇用管理の助言等
・精神保健福祉士等のチーム支援による精神障害者受入企業拡大
・障害者就職面接会、障害者雇用優良事業所認証及び表彰等を実施

（３）職場定着支援 ５４，１５６千円
・職場適応に課題がある障害者を抱える企業にジョブコーチ（職場適応援助者）を派遣
・市町村障害者就労支援センター等のスタッフのスキル向上を支援

（４）難病患者等の雇用促進（ 新 規 ） ３，２２６千円
・専任のアドバイザーの配置により難病患者の雇用を企業に働き掛け

一部新規

－ ２８ －

担当 雇用労働課 障害者・若年者支援担当
内線 ４５３６

【雇用開拓】 【雇用支援】 【職場定着支援】

障 害 者 雇 用 総 合
サ ポ ー ト セ ン タ ー

企 業 支援機関



人 手 不 足 対 策 の 推 進

人手不足の課題を抱える企業に対し、相談対応や面接会の開催等により人材確保を支援するとともに、従業員のリスキリング
や省力化に効果的な設備投資の促進を図る。

目 的

担当 雇用労働課 総務・労働団体担当 内線 ４５３４
就業・求人相談担当 外線 ０４８（８２６）５６５０

人材活躍支援課 企画・外国人材等担当 内線 ４５４０
産業人材育成課 総務・職業訓練担当 内線 ４５９６
産業支援課 ＤＸ推進・事業者支援担当 内線 ３７８８

【予算額】５３９，３４７千円

事業概要

１ 人材供給の取組 ２２２，６５０千円

一部新規

－ ２９ －

（１）企業人材サポートデスクの強化（一部新規） １１１，８３６千円
さいたま市、川越市、熊谷市（R6開設）の企業人材サポートデスクにおいて、

地域経済をけん引する企業や人手不足に直面する企業等の人材確保を支援
・企業の人材確保・定着に関する総合的な相談対応
・地域での合同企業面接会等の開催によるマッチング機会の提供

 企業人材サポートデスク熊谷の開設
県北地域のマッチング機会を拡充、県北企業の人材確保を支援
（設置場所：熊谷高等技術専門校内）

新規・拡充内容

合同企業面接会の様子

（２）外国人材の確保支援（ 新 規 ） ５，２３１千円
ポータルサイトを開設し、外国人材向けに多言語で企業情報や埼玉県の魅力を発信

管理
運営

企業

企業情報を
多言語で提供

県
外国人材

企業情報登録

- 活用イメージ -

Welcome to Saitama
✓ 埼玉県の紹介 住みやすさをアピール
✓ 企業紹介 写真でよりわかりやすく
✓ お役立ち情報 リンク集

※多言語対応



企業向け支援
・社員研修、教育の支援

個人向け支援
・スキルアップ支援

事業概要

２ 企業の生産性向上支援 ３１６，６９７千円

－ ３０ －

（３）プロフェッショナル人材（即戦力人材）の確保支援 １０１，５８３千円
・プロフェッショナル人材戦略拠点を設置し、民間職業紹介事業者と連携して中小企業の即戦力人材の確保を支援
・中小企業がデジタル人材を確保する際の人材紹介手数料を補助

対象：ＤＸを活用した新たな取組に必要な人材を確保する企業
内容：補助率 初回利用者 １／２

２回目以降 １／３
上限額 １５０万円

企業人材リスキリング・求人支援ポータル

 キャリアチェンジ支援窓口
 県内企業への就職・転職支援窓口

新規・拡充内容

（４）メタバースを活用した企業説明会の開催（ 新 規（再掲）） ４，０００千円

（１）人手不足の課題解決に向けた省力化支援（ 新 規（再掲）） ２３２，４９６千円

（２）企業の人材育成への支援（一部新規） ８４，２０１千円
・高等技術専門校において、中小企業の社員を対象にした技能講習を実施
・高等技術専門校に「企業人材リスキリング・求人支援ポータル」を開設し、相談対応や支援情報を発信
・企業人材サポートデスク等と連携したマッチング支援や、企業・個人へ向けたリスキリングを強化

 リスキリングによる生産性向上の相談窓口
 人材マッチング窓口

新規・拡充内容


